
/ 
-・・・E盟国E霊園・・・ さくら街道夢広場かわうち 園・・・ No.窒E・・・・



駒
齢
脳
畑
町
‘

4
且町

議
一一下

3

平
成
叩
年3
月
完
成
予
定s

川上神社

• 
.川上小

県道松山川内線

六
月
二
十
六
日
、
川
内
町
ふ
る
さ
と
交
流
館
建

設
工
事
の
起
工
式
が
松
瀬
川
西
組
の
現
地
で
行
わ

れ
ま
し
た

。

起
工
式
に
は
、
森
町
長
を
は
じ
め
、
議
会
、
工

事
関
係
者
な
ど
約
四
十
名
が
出
席
し
、
工
事
の
安

全
を
祈
願
し
ま
し
た

。

い
よ
い
よ
平
成
十
年
三
月
完
成
を
目
ざ
し
、
工

事
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
施
設
が

で
き
る
の
か
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。



/ 
口
交
流
室

小
集
団
(
十
名
程
度

室
一

、

一
-
、
か
ら
団
体

ホ
〈
流

) 

(
六
十
名
程
度

地
域
ふ
れ
あ

い
交
流
室
)
ま
で
交
流
す
る
こ

と
が
可
能
。

交
流
室
は
、
す
べ
て
畳
の
部

屋
に
な
っ
て
お
り

、
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
な
ど
、

で
き
ま
す
。

ケ
l

シ
ヨ
ン
の
場
と
し
て

利
用

コ
ミ
\
ユ
ニ

川内町ふるさと交流館

施設の概要

口
文
化
研
修
室

各
種
団
体
の
リ
ー

ダ
ー
等
育

成
の
た
め

、

教
養

、

文
化
の
各

種
研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

(収
容
人
員
二
十
五
名
)

口
健
康
増
進
室

及
び
健
康
増
進
プ

S
E
E
-
レ

健
康
増
進
機
器
を
整
備
し

、

自
ら
が
体
力
保
持
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

又
、
高
齢
者
等
の
体
力
維
持

0交流室 103.07m' 

-地域ふれあい交流室 59 .75 012

・ 交流室 1 ..… ……. 14.06012 

・ 交流室 2 ・ … …・… . 13.68012 

- 交流室 3 ……… … 15.58012 

O文化研修室

0健康増進室等

O健康増進プール

. ilITL7J，プール

- ウォータースライタ ー

52.14ni 

73.35ni 

114.40ni 

長さ 12m

長さ 15 .8m

落差 2.6m

245.9ni 

2 槽 X41m2 =82m2

2 槽 X 10m2 ニ 20 m2

2 槽 X 3012= 6 012 

の
た
め

、
温
水
利
用

の
プ
l

ル
歩
行
浴
が

で
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か

、

ウ

ー

タ

l

ス
ラ
イ
ダ
ー

(温
水
す
べ
り
台
)

も

整
備
し
、

子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で

口 利
浴 用

で
き
る
施
日又

と
な
り
ま
す

室
大
浴
槽

、

露
天
風
目

、

う
た

せ
、

サ
ウ
ナ
な
ど

、

体
の
リ
フ

レ
ア
シ
ユ
と
交
流
の
場
と
し
て

楽
し
め
ま
す

。

口
そ
の

他
こ
の
ほ
か
、
軽
食
コ

ー

ナ
ー

や
、
町

の
特
産
品
、
歴
史
民
俗

資
料

、

文
化
活
動
の
作
品
な
ど

の
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す

。

0浴 室

・ 大浴 槽

・ 露天風日

・ うたせ

Oその他

11珪食コーナ一、特産品、物産展

示コーナーほか

川内町ふるさと交流館見取り図

特産品

展示コ ナー

後苦コーナー



額

-
一
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四
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一
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川
内
中
学
校
フ
l

ル
改
築
工
事
な
ど
j

平
成
九
年
度
の
六
月

定
例
町
議
会
は

、

六
月
二
十
日

開
会
し

、

平
成

九
年
度
補
正
予
算
な
ど
議
案
八

件
、

請
願
四
件

、

発
議
二
件
が
提
案
さ

れ
、

議
案
八
件

、

請
願

一
件

、

発
議

一
件
が
原
案
ど
お
り

可
決

、

採
択

さ
れ

、

請
願
三
件
が
継
続
審
査
と
趣
旨
採
択
に

、

発
議
一
件
が
否
決
さ

れ
ま
し
た

。

ま
た

、

平
成
八
年
度

川
内
町
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書
の
報
告
な
ど

三
件
の
報
告
が
あ
り

、

六
月
二
十
七
日

開
会
し
ま

l
u
h
ι。

主
な
も
の
は

、

次
の
と
お
り
で
す

。

補
正
予
算

口
一
般
会
計

川
内
中
学
校
プ
l

ル
改
築
工
事
な

ど
総
額
二
億
二
千
七
百

三
十
九
万

九
千
円
の
補
正
と
な
り
ま
し
た

。

補
正
総
額二

二
七
，
三
九
九
千
円

累
計
総
額

五
，
八
二
五
，
九
六
八
千
円

主
な
補
正
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

O
国
土
調
査
事
業
地
籍
測
量
業
務

委
託
料

四
，
六
九
六
千
円

O
中
山

間
地
域
総
合
整
備
事
業
設

計
監
理
委
託
料

五
，
八
二
O
千
円

O
道
路
橋
梁
新
設
改
良
費

八
O
，
五
O
O
千
円

0
・中
学
校
プ
ー

ル
改
築

工
事
請
負

費

二
三
一

，

O
O
O

千
円

口
老
人
保
健
特
別
会
計

国
庫
支
出
金

等
精
算
返
還
金
な

ど
で
補
正
総
額

二
ハ
，
八
九
五
千
円

累
計
総
額

一 ，

三
四
七
，
O
四
二
千
円

-
般
議
案

O
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い

て川
内
中
学
校
敷
地
の
所
有
権
移

転
登
記
手
続
請
求
調
停
事
件
に
関



し
、
松
山
簡
易
裁
判
所
の
和

解
勧
告
が
出
さ
れ
、
即
時
に

和
解
す
る
必
要
が
あ

っ
た
た

め
専
決
処
分
し
た
の
で
、
議

会
に
報
告
し
、
承
認
を
求
め

た
も
の

O
川
内
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任
同

意
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
に
、
和
田

丸
の
白
戸
宏
氏
(
六
十

一
歳
)

を
選
任
す
る
た
め
議
会
の
同

意
を
求
め
た
も
の

6 月定例町議会報告
O
議
会
の
議
員
の
報
酬
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

議
会
の
議
員
が
、
常
任
委

員
会
又
は
特
別
委
員
会
及
び

議
会
運
営
委
員
会
に

出
席
し

た
と
き
、
費
用
弁
償
を
支
給

す
る
た
め

、

所
要
の
改
正
を

行
う
も
の

O
川
内
町
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
条
例
等
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
川
内
町
重

度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

条
例
等
の
一
部
を
改
正
し
ょ

う
と
す
る
も
の

O
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

(三
内
地
区

)
の
計
画
の
変
更

に
つ
い
て

ほ
場
整
備

一
号
(
惣
田
谷
下
工

区
)
事
業
計
画
に
つ
い
て

、
他
用

途
(
西
谷
地
区
若
者
定
住
促
進
事

業
・

住
宅
団
地
造
成
事
業
用
地
)

へ
の
転
用
予
定
の
た
め

、

そ
の

一

部
0

・

六
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
地
区
除

外
し
、
当
該
計
画
区
域
の
隣
接
農

地

(
区画
整
理
0
・

六
ヘ
ク
タ
ー

ル
)
を
追
加
地
区
編
入
す
る
計
画

変
更
を
行
う
た
め

、

議
会
の
議
決

を
求
め
た
も
の

O
ふ
る
さ
と
愛
媛
活
性
化
推
進
事

業
川
内
町

ふ
る
さ
と
交
流
館
新

築
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

契
約
金
額五

三
五
，
五
O
O
千
円

事
業
量

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
平
屋
建

延
べ
床
面
積

一，

三
O
二

・

二
平
方
灯

工
期平

成
九
年
六
月

二
十
日
か
ら

平
成
十
年
三
月
十
日
ま
で

契
約
の
方
法

指
名
競
争
入
札

契
約
の
相
手
方

香
川
県
高
松
市
中
央
町

二
ハ

4
b
w一ムハ
口
す

附

熊
谷
組

四
国
支
店

幸R

土k
Eヨ

O
平
成
八
年
度
川
内
町
一
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報

生
ロ
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
施
行
令
の
規
定
に

基
づ
き

、

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
を
調
整
し
、
議
会
に
報
告
す
る

も
の

O
川
内
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営

状
況
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

川
内
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状

況
を
議
会
に
報
告
す
る
も
の

O
温
泉
施
設
建
設
等
特
別
委
員
会

審
査
報
告

(中
間
)

温
泉
施
設
の
建
設
並
び
に
運
営

に
か
か
る
基
本
的
事
項
に
つ
い
て

、

審
査
の
経
過
を
報
告

謹
一
同原質

O
新
た
な
「
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
の
制
定
」
を
求
め
る
意

見
書
提
出
に
関
す
る
請
願
書

新
た
な
「
食
料
・
農
業

・

農
村

基
本
法
」
の
制
定
に
向
け

、
川
内

町
議
会
の
意
見
書
を

内
閣
総
理
大

臣
、

農
林
水
産
大
臣

、

大
蔵
大
臣

に
提
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
請
願

し
た
も
の
で

、

継
続
審
査
と
な
り

土
品
1
レ
れ
~。

O
郵
政
事
業
を
現
行
経
営
形
態
と

し
て
堅
持
す
る
固
へ
の
意
見
書

の
採
択
を
求
め
る
請
願
書

郵
政
事
業
を
現
行
経
営

形
態
と

し
て
堅
持
す
る
こ
と
を
求
め
る

川

内
町
議
会
の
意
見
書
を

内
閣
総
理

大
臣
、
大
蔵
大
臣
、
郵
政
大
臣

、

自
治
大
臣

、
総
務
庁
長
官
に
提
出

し
て
い
た
だ
く
よ
う
請
願
し
た
も

の
で

、

採
択
と
な
り

ま
し
た
。

O
外
米
を
輸
入
し
な
が
ら
の
「
押

し
つ
け
減
反
」
を
や
め
、
地
域

農
業
の
再
生
・
発
展
を
求
め
る

主
同
高
明
白

ニ
=
ロ
F
同
州

減
反
の
押
し
つ
け
を
や
め
、
ミ

ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
を
海
外
援
助

に
ま
わ
す
こ
と
を
求
め
る

川
内
町

議
会
の
意
見
書
を
政

府
・
関
係
機

関
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
請
願
と
、

減
反
を
農
家
の
自
主

判
断
に
ゆ
だ

ね
る
と
と
も
に

、

抜
本
的
を
農
業

振
興
策
の
策
定
を
自
治
体
に
求
め

る
請
願
で
、
趣
旨
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

O
株
式
会
社

(企
業
)
の
農
地
取

得
を
認
め
る
農
地
法
改
定
を
や

め
、

地
域
農
業
振
興
を
求
め
る

請
願
書

株
式
会
社

(
企
業
)
の
農地
取

得
を
認
め
る
農
地
法
改
定
を
や
め
、

地
域
農
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
を

求
め
た
川
内
町
議
会
の
意
見
書
を

政
府
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う

請
願
し
た
も
の
で

、

趣
旨
採
択
と

な
り
ま
し
た

。

発

E義

O
郵
政
事
業
の
現
行
経
営
形
態
の

堅
持
を
求
め
る
意
見
書

郵
政
事
業
を
現
行
経
営
形
態
と

し
て
堅
持
す
る
よ

う
強
く
要
望
す

る
意
見
書
を
内
閣

総
理
大
臣
ほ
か

関
係
省
庁
大
臣
宛
送
付
す
る
も
の

で
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

O
議
長
不
信
任
決
議

(案
)

成
川
耕
造
議
長
の
解
任
決
議
を

求
め
た
も
の
で

、

否
決
さ
れ
ま
し

た
。



国保財政

平成 8 年度の国民健康保険特別会計の状況は、収入合計が794，809 ，894円 、 支出合計が758，873 ，784 円でした。

決算上、 35，936 ， 11 0円の黒字となっていますが、前年度からの繰越金や昭和63年頃から積み立てた余裕金
(財政調整基金積立金)からの繰入金などを除いたその年度だけの収支で見た場合、 表 l のように平成 4 年度

以降は毎年赤字の状態が続いてい ます。

平成元年度前後は 、 一定額以上の余裕金を保有する財政状況であり、財a政調整を図るため、平成 2 年度、

平成 4 年度と保険税率を引き下げ、収入の不足分を余裕金で賄い、少ない負担 (保険税) で医療給付を行っ

てき ましたが、 本年度末には、その余裕金も残り少なくなるものと見込まれます。

今後も、医療費は、表 2 のように毎年 7%前後伸び、又、国保財政余裕金も減少する中で、安定的な国保

財政について検討を要する段階を迎えています。

国保財政には限りがあります。 国保に加入の皆様には、健康に留意さ れ、医療費の低減に今まで同様ご協力

をお願いします。

収 入 (単位:干円)
6.4% 0.4% 

1.3% 

19 1 ，867 自 国保税

334， 143 盟 国庫支出金

105，248 白 似合交付金

10，324 口 共同事業交付金
49，040 因 縁入金

50,000 .基金繰入

50，632 口 繰舷金

3,556 . その他

合計 : 794,810 

表 l 収支と預金(財政調整基金)の関係

平成 2 年度 平成 3 年度 平成 4 年度

32,999 48,101 - 11 ,990 

288,000 288,000 288,000 

表 2 一人当たりの保険税と医療費の関係

----------
平成 2 年度 平成 3 年度 平成 4 年度

川内町 64,384 66,197 52 ,432 

税険 愛媛県平均 59,050 61,120 64,069 
県下での順位 5位 11位 51位

療費医
川内町 269,873 289,665 324,445 

愛媛県平均 252 ,272 271 ,636 297,866 

県下での順位 17位 16位 1 5位

.‘ 

平成 5 年度

-35,448 

288,000 

平成 5 年度

56 ,627 

65,447 

44位

329,517 

316,201 

25位

支 出 (単位千円)

20刀8 霞 総務費
492 ，784 図 保険給付費

1 ，690 口 手数料
227，854 回 老保拠出金

5，399 冨 共同事業

1,402 . 保健施設費

9，006 口 その他

合計 : 758,873 

平成 6 年度 平成 7 年度

-58,075 -42,773 

206,000 156,000 

(単位 : 円 )

平成 6 年度 平成 7 年度 平成 8 年度

55,344 56 ,433 57,365 

65,989 68,962 69,903 

48位 54位 53位

371 ,587 394,028 417,375 

337,940 357,789 384 ,421 

16位 15位 1 9位



サラリーマンの奥さんヘ
※ご主人が奥さんの扶養になっている場合も同様です口

「第 3 号被保険者」ってご存じですか?
20歳以上60歳未満のサラリーマンの奥さんで、厚生年金や共済組合に加入しているご主人の、

健康保険証の扶養者にな っ ているような場合は「第 3 号被保険者j となります。

第 3 号被保険者の届け出はお済みですか

昭和61年 4 月から、厚生年金や共済組合に加入しているご主人に扶養されている奥さんは、

国民年金の窓口に、第 3 号被保険者の屈け出さえすれば、ご向分で保険料を色相しなくても将

来年令が受けられるようになりましたの

ただし、第 3 号被保険者に該当しているにもかかわらず、届け出が遅れた場合、届け出をし

た日からさかのぼっ て 2 年前までは、保険料納付済期間として認め ら れますが、それ以前の期

間は保険料の時効により、保険料未納期間の扱いになりますn 届け出が遅れたり、おこた っ た

りしますと、将来年金が受けられなくなる場合がありますので、届け I~:\ をしていない方は、す

ぐに届け出てください。

奥さんの保険料はご主人の給料から天引きされません

サラリーマンの奥さ んの保険料は、ご主人の給料から天引きされていると思っ ている人が

いますが、 これはま っ たくの誤解です。 奥さんの保険料は、ご主人の加入する厚生年金、共

済組合が制度全体で負担する仕組みにな っ ていますので、奥さんの届け出によ っ て、天引き

される保険料の額が変わることはありません。

届け出はカンタンです

第 3 号被保険者該当届書 〔役場国民年金係にあります〕に必要事項を記入し、ご主人の勤

務先の確認印を受けたうえ、役場国民年金係に周け出ください。

Q 私は …1月に自己
所有地の売買契約を締結し、

平成 9 年 3 月には買主への所

有権移転登記を済ませました 。 平成 9

年度の固定資産税は誰に課税されます

A …三度の固定資産税は
あなたに諜税されます。 地方税

法の規定により 、 土地について

は賦課期日(毎年 1 月 1 El ) 現在、土地

登記簿に所有者として登記されている人

に対し当該年度分の固定資産税を諜税す

ることにな っ ているからです。

なお 、 売主と買主の間で固定資産税を

月割按分して負担する場合の月 数計算の

始期(例えば、 1 月 1 日または 4 月 1 日

等)については 、 固定資産税は年税であ

るため特に定められているものではあり

ません 。 (家屋の売買があった場合も同

様の取扱いとなります。 )

,. 

年
の
中
途
で
土
地
の
売
買
が

あ
っ
た
場
合
は



戦
没
者
ーの
遺
族
の
皆
様
八

特
別
弔
慰
金
の
請
求

期
限
が
追
っ
て
い
ま
す
f

平
成
七
年
に
戦
没
者
の
遺
族
に

対
す
る
特
別
弔
慰
金
支
給
法
が
改

正
さ
れ
、
戦
没
者
等
の
遺
族
の
う

ち
、

平
成
七
年
四
月
一
日
に
お
い

て
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
の

受
給
権
を
有
す
る

遺
族
が
い
な

い

方
に
特
別
弔
慰
金
と
し
て
額
面
四

O
万
円
、

一
O
年
償
還
の
国
債
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

平
成
七
年
よ

り
請
求
手
続
き
の

受
付
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が

、

次

の
「
支
給
対
象
者
」
に
該
当
さ
れ

る
方
で
ま
だ
手
続
き
を
さ
れ
て
い

な
い

方
は
、
至
急
手
続
き
を
行
っ

て
下
さ
い
。

*
支
給
対
象
者
*

①

平
成
七
年
四
月

一
日
ま
で
に

弔
慰
金
(
遺
族
国
産
債
券
)
の

受
給
権
を
取
得
し
た
方

②

戦
没
者
等
の
子

③

戦
没
者
等
と
生
計
を
と
も
に

し
て
い
た
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹

(
婚姻
、
養
子
縁
組

に
よ
り
平
成
七
年
四
月

一
日
に

氏
が
変
わ
っ
て
い
る
方
は
除
く
)

④
③

以
外
の
父
母
、
孫

、

祖
父

母
、
兄
弟
姉
妹

⑤
①

か
ら

④
以
外
の
三
親
等
内

の
親
族
(
戦
没
者
等
の
死
亡
ま

で
引
き
続
い
て
一
年
以
上
生
計

を
共
に
し
て
い
た
方
に
限
り
ま

す
)

*
請
求
の
期
限
*

請
求
は
平
成
十
年
三
月
三
十
一

日
ま
で

で
す
。

そ
れ
ま
で
に
請
求

さ
れ
ま
せ
ん
と
受
給
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

*
お
問
合
せ
は
*

役
場
福
祉
課
福
祉
係
ま
で

8
9
6
6

・
2
2
2
2

(内
線
3
5

)

有
線
2
1
3
3

ーε=コー--C::::J-ーーε=一一《二二3ー

三電工芸福正夫会刀工三
ご案内

ハ

一∞

幸
せ
で
明
る
い
長
寿
社
会
を
築
き
高
齢
者
福
祉
の
向
上

を
図
る
た
め
、
九
月
十
五
日
か
ら

二
十

一
日
ま
で
老
人
保

健
福
祉
週
間
の
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

川
内
町
で
は
、
老
人
保
健
福
祉
週
間
の

記
念
行
事
と
し

て
九
月
十
五
日

(敬
老
の
日

)
に
中
央
公
民
館
で
老
人
福

祉
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
大
会
で
は

、

健
康
優
良
老

人
、
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
方
な
ど
へ
表
彰
や
記
念
品
の

贈
呈
、
小
中
学
校
児
童
生
徒
の
敬
老
作
文
の
発
表

、

老
人

意
見
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

老
人
福
祉
大
会
へ
の
出
席
者
の
と
り

ま
と
め
は
老
人
ク

ラ
ブ
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
の
で
、
六
十
五
歳
以
上
の
老

人
ク
ラ
ブ
未
加
入
の
方
で
老
人
福
祉
大
会
へ
出
席
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
地
区
班
長
さ
ん
へ
、
八
月
十

日
ま
で
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い

。

な
お

、

会
場
の
都
合
で
希
望
さ
れ
る
方
が
多
数
の
時
は
、

ご
出
席
い
た
だ
け
な

い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
予
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

一

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

川
内
町
で
は
、
め
で
た
く
金
婚

式
を
迎
え
た
ご
夫
婦
を
老
人
福
祉

大
会
に
ご
招
待
し
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す

。

〉

今
年
度
、
金
婚
式
該
当
の
ご
夫

壬
婦
は
、
昭
和
二
十
二
年
一
月
一
日

ロ
か
ら

昭
和
二
十
二
年
+
二
月
三
+

C

一
日
ま

で
に
婚
姻
届
出
を
さ
れ
た

方
で
す

。

民
生
児
童
委
員

、

老
人
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
得
て

、

調

査
を
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
度
金

婚
式
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
ご

夫
婦
や
お
心
当
た
り
の
方
は

、
福

祉
課

(
2
9
6
6

・
2
2
2
2

、

内
線
3

5
、

有
線
2

1

3
3

)
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

婚
姻
届
出

日
を
確
認
じ
、
該
当
さ
れ
る
ご
夫

婦
に
は
、
老
人
福
祉
大
会
へ
の
ご

案
内
を

差
し
上
げ
ま
す
。

役 七
場 E
職 日

有 T
コ 昌三

聞 皇
円 " .，、

在 動

O
建
設
課
課
長
補
佐

大
西
裕

(
健康
セ
ン
タ
ー

長
補
佐
兼

保
健
セ
ン
タ
ー

所
長
補
佐
)

O
健
康
セ
ン
タ
ー

兼
保
健
セ
ン
タ
ー

菅
美

野
里

(
農
業
委
員
会)

O
税
務
課

松
本
則

(
建
設
課
)

O
企
画
調
整
課

佐

川

雄

(税
務
課
)

マ
退
職

(
六月
三
十
日
付
)

企
画
調
整
課
主
事

片
岡
義
文

日
付

マ
農 新

河業 採
委 用
貝

会 七
月

fノ、

ドi，2:\

美

野

a・‘



役
場
に
犬
の
飼
い
方
に
関
す
る
苦
情

最
近

、

②
高
齢
者
に
対
す
る
参
加
・
体

験
型
交
通
安
全
教
室
の
開
催

①
安
全
施
設
の
整
備

④
反
射
材
の
普
及
促
進

⑤
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー

講
習
の
実

'
信
也

十
D

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
交
通
事
故

犬
の
鳴
き
声
が
う
る
さ
く
て
眠
れ

「
夜
間、

な
い
」
、
「
家
の
周
り
や
公
園
に
犬
の
フ
ン
が
残

防
止
モ
デ
ル
地
区
に
指
定

さ
れ
て
い
て
不
快
だ

」
な
ど
、
犬
を
飼
う
場
合

の
ル
l

ル
や
マ
ナ
ー
が
き
ち
ん
と
守
ら
れ
て
い

ルールを直は

な
い
こ
と
に
対
す
る
苦
情
で
す
。

事
故
が
多
発
し
て
い
る
次
の
地

品
仰
向

ふ
よ

⑤
広
報
紙

・

有
線
放
送
等
利
用

に
よ
る
広
報
活
動

愛
媛
県
警
で
は

、
高
齢
者
被

害

の
交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い

る
た
め

、
川
内
町

の
次
の
地
域
を

「
高
齢
者
交
通
事
故
防
止
モ
デ
ル

地
区
」
と
し
て
指
定
し
、
各
種
防

止
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
と

な
り

中
ま
1
レ
れ
ん。

散
歩
な
ど
の
運
動
を
さ
せ
て
い
な
い
た
め
、

欲
求
不
満
が
募
り

、

夜
間
に
吠
え
る
原
因
と
な

川
内
町
大
字
北
方
及
び
大
字
南

方
口
期

間
平
成
九
年
六
月

一
日
か
ら

平
成
十
年

三
月

三
十

一
日
の
問

⑦
悪
質

・

危
険
性
の
高
い
交
通

違
反
の
取
締
り

公
園
や

せ
っ

か
く
散
歩
さ
せ
て
も

、

っ
た
り

、

他
人
の
迷
惑
に
な
り

道
に
フ
ン
を
残
し
て
は
、

ま
す
。

犬
も
家
族
の

一
員
で
す
。

愛
情
を
持
ち

飼
い

主
と
し
て
の

責
任
を
自
覚
し
飼
い
ま
し
ょ
う

。

a温‘

口
推
進
要
領

①
川
内
町

・
道
路
管
理
者
・
自

治
会
老
人
ク
ラ
ブ

等
と
の
推

進
体
制
の
確
立

口
指
定
地
域

過
去
五
年
間
の
国
道
幹
線
道

路
に
お
け
る
高
齢
者
交
通
死
亡

口
応
募
用
紙

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚

以

内
と
し
、

一
行
目
に
「
私
の
感

銘
を
受
け
た
本
」
と
書
き

、

次

の
行
に
書
名
、
著
者
名

、

発
行

所
名
を
書
く

。

氏
名
、
年
齢
、

住
所
、
職
業
を
蕃
い
て
下
さ
い
。

口
応
募
締
切

平
成
九
年
十
月
三
日
ま
で

中
央
公
民
館
事
務
局

日
発
表
と
表
彰

各
部
門
と
も
入
選

三
点
以

内
、
佳
作
三
点
以
内
と
し
、
広

報
で
発
表
。

入
選

、

佳
作
と
も

賞
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
す

。

読
書
感
想
文
の
募
集

日
頃
読
ん
だ
本
の
中
で
、
特
に

感
銘
を
受
け
た
本
の
感
想
文
を
次

の
と
お
り

募
集
い
た
し
ま
す
。

ふ
る

っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

口
部
門

及
び
応
募
資
格

O
小
学
校
低
学
年
の
部

O
小
学
校
高
学
年
の
部

O
中
学
校
の
部

(各
学
校
を
通
じ
て
応
募
)

O
一
般
の
部

町
内
在
住
の

一
般
町
民

(
高校
・

大
学
生
を
含
む

)

口
応
募
作
品

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す

。

川内町では、平成 9 年度の職員等採用試験

を次の要領で実施し ます。

0募集職種

幼稚園教諭

消防職

0受験資格

幼稚園教諭

昭和43年 4 月 2 日から昭和55年 4 月 l 日

までに生まれた者で 、 幼稚園教諭の免許

をも っ ている者、 又は、平成10年 4 月 1

日までに取得見込みの者

調理員

昭和33年 4 月 2 日から昭和55年 4 月 1 日

までに生まれた者

消防職

昭和49年 4 月 2 日から昭和55年 4 月 1 日

までに生まれた者

0試験内容

筆記試験 (高校卒業程度)/面接試験

体力試験 (消防職のみ)

※調理員は面接試験のみ実施

。受験申し込みの受付期間

平成 9 年 7 月 25 日~平成 9 年 8 月 20 日まで

その他採用試験に関する詳しいことは、役

場総務課までお尋ね下さい。

fi966-2222 (有線)

町職員等を募集します

2 1 1 1 

名l 若干名/調理員

I 名



力メラレポート

併 滑川ほたる祭り砂
6 月 15 日、初夏の風物詩“ほたる"を見ょうと、

滑' J11 でほたる祭りが開催されました。

参加者約50名は、滑')11生活改善センタ 一前の納

i京台でくつろぎながら暗くなるのを待ちました。

やがて辺 りが暗くなるにつれ、川面にほたるが飛

び交い、参加者は、幻想的な光景を楽しみました。

〈試合結果 〉

(男子) (女子)

0優勝迷球会 0優勝川内クラフ

0準優勝 フライタークス O準優勝 ブルーエンシ‘ェル

0第 3 位則之内東 0第 3 位 YMC R

4 川内町体育協会設立20周年記念

第18回会長杯バレーポール大会
6 月 29 日、 14チーム (男子 7 チーム、女子 7 チー

ム ) が参加して第18回会長杯バレーボール大会が勤

労者体育センタ ーで開催さ れ ました。

試合結果は、次のとおりです。

母親クラブ連絡会ミニバレーボール大会惨
7 月 6 日、母親クラブ連絡会ミニバ レーボール大会が勤

労者体育センターで行われました。

さすが、女性の大会らしく、趣向をこらしたユニホ ー ム

が多く、華やかでした。 試合結果は以下のとおりです。

〈試合結果 〉
O優勝

川上幼稚園

トマトチーム

O準優勝

川しヒ幼稚園

リトルキャッツチー ム

O第 3 位

川内保育園

ノ fオ/\オチーム



力メラレポート

0大うなぎ出現
7 月 14 日、原の上池で大うなぎが釣り

上げられました 。 釣り上げたのは、原の

渡部昭義さんで 、 一度ばらした後、捕獲

しました。

うなぎは、体長107cm 、 重さも 2 kgを超

える大物です。

これからのうなぎの行き先が気になりま

す。

東谷幼稚園

飯ごう炊さん 惨
7 月 13 日、東谷幼稚園で親子の飯ごう炊さん

が行われました。

前日からの大雨で、 当初予定していた滑川で

の飯ごう炊きんは取りやめ、東谷幼稚園の園庭

での実施となりました。

保護者と園児がメニュー別に分かれて料理に

取り組みました。

“ちゃんちゃ焼き"“マレーシアのカ レー"

などグルメな料，理の数々に子どもたちも大喜び

でした。

0 “田うなぎ"発見 f
7 月 8 日、 買 Ij 之内石原で回うなぎが発見さ

れました 。 (発見者宇高義晴さん 、 通報者

宇高渡さん)

教育委員会に持ち込まれた“回うなぎ"は、

うなぎに似ていますがよく見ると、その顔と

いい、体じゅうの斑紋といいとてもグ ロテ ス

呼吸は、口でする 惨

ため、“田うなぎ"

は 、 ときおり水面

に顔を上げます。

1"t 



宮
9
6
6

・

2
2
2
2

み
ん
な
の
広
場
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

「
こ
の
人
」
「
満一
歳
お
め
で
と
う
」

な
ど
の
ほ
か
身
近
な
話
題

、

情
報
を
役
場
総
務
謀

広
報
係
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い

。

必至砂

臨ん
原作 山本おさむ

[ビッグコミック連載(小学館刊 )] 

口日時 9 月 13 日 (土)

1 回目午後 2 ~ 411寺

2 1fi]目午後 7 ~ 9 n寺

)1 1 内 IIIJ 中央公民館

高校生以上 1,000 P:J 
高校生未満 500円

「とんぐりの家」を 川内 111]

で上映する会

川内 l町 ・川内IlIJ 教育委員会

川内町社会禍祉協議会

川内 IIITF T A連合会

川内町高校生父母の会ほか

口問い合わせ先

「どんぐりの家」を川内 IIIJ

で上映する会

代表 奏しおり

( fi966 -6323) 

安
田
寺
の

ギ
ボ
ウ
シ

口場所

口入場料

{崖

援

口主

口後

「
擬
宝
珠
」
と
書
き
ま
す
。

一

慌
宝
珠
と
い
う
橋
の
ら
ん
か
ん
な
ど
に
使
う

一

装
飾
品
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
名
が

一

つ
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が

、
あ
ま
り

似
一

て
い
な
い
よ
う
に
思
う
の
で
す
が

:
・
。

一

さ
て
、
こ
の
ギ
ボ
ウ
シ
が
安
田
寺
の
参
道

一

の
両
側
に
う
す
紫
色
の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま

一

す
。

初
夏
に
咲
く
こ

の
ギ
ボ
ウ
シ
は

、
朝
関
一

き
、

夕
方
に
し
ぼ
む
と
い
い
ま
す
。

一

首
(
こ
う
べ
)
を
た
れ
た
よ
う
に
咲
く
ギ

一

ボ
ウ
シ
が
風
に
揺
れ
る
様
は

、

涼
味
が
あ
り

一

ま
す
。

(代
)

有
線
2

1
1
1

掴ドキユメ，~7三弁坦ン繍作山本おさむ【モ?7:k7?_Oゆ咽明

手伝久 三 百竹正Î l ft'I .i7 依 川 阿附岳
採血鏑己 中Jf ! ぷ締本辺 IU 江あ

'f'ア H め I め王寺 大久出
事与凪 ぐ | ぐし師誠 二 1)漬

姻 ~I T. プ潟み ' みほ)1 - J!Ff~ 

「どんぐ りの家」 (小学館)

30 び ........ .... .... 婦
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百 L の を

'"/ 
の み や 斗 や刀.く し月 員 月 月 木 1 8 学 心 いお いム ク 内

ヌ、) ま 27 研 31 E 工会月 級 よ花世つ 芸 背 千 の 匂 れ オ」モム 田 人

f1Jfζ す日 修日 M ボ議 9 企 りを話 ぱ動 中 し 五五 ひ 土 堂 4ロb 豆7手~3 d-7 k 
。 ( 旅 ( ポ ン室日(お咲き い ゐ 席 吐 才色 の j南 ヰ土7 従旦 行 旦 カ ド ~ 牛札かま フ情 る し '" ま '̂- i亙 再L

時つに 企 午イ妥: シ は 200 主乳 101ヨせに オ報 じ 老 た 出 み て の し 七 今季30 て室と づ さ円午パしてな | む 4だ た す れ 大
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白 月7 W 2 く み ツ上くり ラ
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た
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ふ、

てヵた長持 陰
]さ頁、 。 中 で 池 官 高
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a画‘

のチラシ



さん

(徳吉)

PERSON 

村上敦美この

「
ハ
ン
ド
ベ
ル
が
や
り
た
く
て
」

秀
と
な
り

、

全
国
大
会
へ

出
場
。

今
年
も

、

六
月
に

東
雲
高
校
(
県
内
で
唯

一

ベ
ル
部
の
あ
る
高
校
)
に
入
学
し

た
村
上
敦
美
さ
ん
。

伝
ぃI
F
「
+
」
阜
、

n
H
N
￡

4
4
'
t
v
 

ハ
ン
ド

関
西
ハ
ン
ド
ベ
ル
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
出
場
し
た
ほ

か
、
県
内
で
は
テ
レ
ビ
、

ハ
ン
ド

ベ
ル
部
の
部

長
と
し
て
愛
媛
県
高
校
文

化
祭
へ

出
場
。

器
楽
管
弦
楽
の
部
で
最
優

元気で佐-しい子に育ってね

(父 ・ 母より)

満

ん
ハ

や
jo

凸

玄
J

〆
ー

な

々
ふ
采菅野

川
柳
も
づ
く
吟
社
、
一
ハ
月
例
会

ρ 庁 、 1/ .. // 

五
ロ
撰
亭

新
緑
に

つ
つ
じ
が
浮
い
た
五
月
崎

ゼ
ン
マ
イ
を
巻
い
て
貰
い
に
医
者
通
い
山
本

佐
ヤ
木
胡
舟

哀
側
で
予
備
の
釦
が
出
番
待
つ

渡
部
佐
久
良

腹
時
計
ゼ
ン
マ
イ
な
し
で

時
知
ら
す

田
中

新
緑
に
開
放
さ

れ
た

牛
の
ど
か

さ
り
げ
な
く
名
水
ボ

ト

ル
見
せ
て
注
ざ
高
岡山

本
ひ
ろ
志

全
自
動
‘ボ
タ

ン
一
つ

を

押
し

遣
へ

都
築
査
費
子

縁
濃
く
香
も
好
し
よ
も
さ

併
が
出
来

平
岡

ゼ
ン

マ
イ

の
か
ら
く
り
時
計
刻
を
告
、
げ
田
の
岡
田
州

子
を
出
そ
う
止

そ
う
見
守
る
釦
掛
け

止
品
川
本
純
一
日
美
登
里

和
風
好
み
緑
茶
ア
イ
ス
を

喰
べ
て
見
る

-一
高
瀬
喜
採
亭

八
月
例
会
御
案
内

日

時

八
月
二
日

(土
)
午
後
七
時

三
十
分
よ
り

場
所

中
央
公
民
館

三
階

ラ
ジ
オ
へ
の
出
演
、
施
設

訪
問
と
、
引
く
手
あ
ま
た

の
状
況
と
か
。

残
り
少
な
い
高
校
生
生
活
も
ハ
ン

ド

ベ
ル

一
筋
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
が

、
十
五
人
編

成
で
取
り
組
ん
で
い
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
は

、
十

五
人
そ
ろ

っ

て
な
い
と
練
習
も
で
き
な
い
た

め
、

「
卒
業
し
て
も

、

O
G

と
し
て

、
東
雲
高

校
で
ハ
ン
ド

ベ
ル
を
続
け
た
い
」
と
も
。

将
来
の
進
路
を

尋
ね
る
と

、

「
大
学
へ
進
み
、

幼
稚
園
教
諭
に
な
り
た
い
」
と
き

っ
ぱ
り
。

兼
題

動
く

・
医
者

目

夏
休
み

てつや

徹也 くん

( 8 月 3 1EI ~I三 )

お姉 ち ゃ んと や 11 よ く元気に育

っ てね

日目
杉原

(父 ・ 旬ーより )

来月号は、 9 月生まれの満 1 歳

児を募集します。 8 月 5 日まで

に役場総務課広報係まで写真と

コメントをお寄せください。 選
じ
・
、

ιF
T

4
斗
へ
叩
ん

若
峯

出
ペ
下回皿

』
ご

t

深
舟

a画弘



イプブヌrメ/ジョブ

-
警
察
官
募
集

口
採
用
予
定
人
員

響
国
伎一吊
{
日

婦
人
警
察
官

叩
名
程
度

2

名
程
度

口
試
験
日

程

受
付
期
間

10 9 8 
月月月
12 12 21 
日日日

( 日 ) (金) (木)
まか
でら

一
次
試
験

二

'
vへ
4
凡
4
沢

一
一

、
〆一
z
g
n
M
M
叩

11 
月
4 
日

(火)

口
受
験
資
格

昭
和
必
年
4

月
2

日
か
ら
昭

和
田
年
4

月

1

日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
(
大
学
卒
業
(
見
込
)

者
を
除
く
)

口
問
い
合
わ
せ
先

試
験
方
法
、
身
体
基
準
な
ど

詳
細
に
つ
い
て
は

、

松
山
南
署

警
務
課
又
は
、

川
内
交
番
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

合川向町夏祭時
と き 8 月 23 日(土)午後 6 時~午後 9 時30分

(雨天の場合、翌日に順延)

川内中学校グランド

O夜店 (各種団体 ・川内町商店有志)

O各種イベント

0みこしの鉢合わせ

O盆踊り (参加賞贈呈)

Oチピ、ッ子ゲーム(景品付)

O レ ーザ一光線ショー

ところ

内容

※なお、盆踊りは個人・グループを問わ

ずどなたでも参加できます。 実行委員

会までお問い合わせください。

問い合わせ先 川内町夏祭実行委員会

fi966-3344有線5321 ( JI I 内 I I\T商工会内)

園
洋
裁
リ
フ
ォ
ー
ム

圃
受
講
生
募
集

口
で 8 講

9 の月 習
時毎 22 期
30 週日 間
令金 (金)
'� fI程 1

日 10
1 6 口

時 32
30 日日
分堕 (金)

ま

口
受
講
対
象
者

母
子
家
庭
の
母
も
し
く
は
そ

の
子
女
、
又
は
寡
婦

年
齢
は
お
お
む
ね
印
歳
ま
で

口
募
集
人
員
な
ど

却
名
(
受
講
料
無
料

)

口
場
所

松
山
市
中

一
万
町
7

の
3

愛
媛
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

み 8 口
く月愛 問
だ 15 媛 y
さ口県 合

ιて母 わ
。(会) 子 せ

T ム百

T 荘 申
ドセ iλ
おン 先
申タ
し|
込へ

2
9
3

1

・

1

0
2
2

し
ま
な
み
海
道
'ω

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

愛
称
募
集

「
し
ま
な
み
海
道
'
卯
」
は

、

瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
(
本
州
四

国
連
絡
道
路

・

尾
道
1

今
治
ル
ー

ト

)
の
完
成
を
祝
し
、
平
成
日
年

の
春
か
ら
秋
に
か
け
て
広
島

・

愛

媛
共
同
で
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

そ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ

ー
の

愛
称
を
募
集
し
ま
す

。

口
募
集
期
間

平
成
9

年
6

月
初
日
か

ら
平

成
9

年
8

月
山
日
ま
で

口
応
募
方
法

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
虹
色
に

輝
く
5

つ
の
水
の
精
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
し
て
の
愛
称

(5
つ
に
共
通

な
愛
称
)
と
5

つ
の
水
の
精
そ

しまなみ海道'99 マスコ ッ トキャラクター

れ
ぞ
れ
個
別
の
愛
称
、
合
計
6

つ
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

口
応
募
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

応
募
方
法
の
詳
細
な
ど

、

詳

し
く
は
、

一T
7
9
0

松
山
市

一

番
町
四
丁
目
4

の
2

愛
媛
県

庁
内
愛
媛
県
瀬
戸
内
海
大
橋

完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員

会
マ
ス
コ

ッ

ト
愛
称
募
集
係
ま

で

(
包
9
1
3

・
5
5
7
7

)

園
就
業
希
望
女
性
の

園
受
講
者
募
集

講習会名 日 日土寸 定員・受講料 申込 日 時

③ 9 月 17 日 - 11 月 10 日 @ ・ ⑥コ ース各30名
8 月 18 日 ~

ワ ー プ 口 @ 9 月 16 日 - 11月 25 日 ?!!f，料 (教材資一昔11
8 月 22 日

ま での聞の21 日 自 己負担)

9 月 8 EI - lO月 27 日
301:, 

8 月 1 日 ~経理事務 1u伴1 (教科 技一部
ワ ー フ口 までの聞の21 日

自己負担)
8 月 20 日

9 )'J22 日 - 1 0月 24 日
30名

9 月 1 日 ~老人・病人介護 者i伴I (数料 qf一昔11
までの間の21 日

自己負担)
9.FJ 4 1:1 

(松山市山越IOT450 番地)

.‘ 
険 会場/愛媛県女性職業センター



イプブ才メ/ジョブ

口
申
込
方
法

印
鑑
持
参
の
上
、
松
山
市
山

越
町
4
5

0

番
地

愛
媛
県
女

性
職
業
セ
ン
タ

ー

(包
9

2

3

・

2
2

0
1

)
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

圃
い
じ
め
・
な
や
み

圃
相
談
室

口
相
談
日
時

毎
週
水

・

金
曜
日

8

時
却
分
1

げ
時

口
相
談
場
所

中
央
公
民
館

口
相
談
員

池
川
温
子
教
育
相
談
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す

。

口
相
談
電
話E

9
6
6

・
6
1
5
0

2 
階

有
線
6

0
1
0

(
無
料
・

秘
密
厳
守
)

園
行
方
不
明
者

圃
捜
索
強
化
月
間

皆
さ
ん
の
ご
家
族
に
、
突
然
行

方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
方
や
、

長
い
間
連
絡
が
と
れ
な
い
方
は
い

ま
せ
ん
か
。

警
察
で
は

、

8

月
を
行
方
不
明

者
捜
索
強
化
月
間
と
し
て

、

何
ら

か
の
事
件
・
事
故
に
遭
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
行
方

不
明
者

、

自
殺
の
お
そ
れ
の
あ
る

家
出
人
の
発
見
活
動
と

、

身
元
不

明
死
者
の
身
元
確
認
活
動
を
強

化

す
る
こ

と
に
し
て
い

ま
す

。

こ
れ
ま
で
も
県
内
各
警
察
署
や

警
察
本
部
で

、

行
方
不
明
に
な
っ

た
方
を
捜
す
た
め
の

相
談
を
受
け

て
い
ま
す
が

、

こ
の
期
間
中

、
次

の
と
お
り
特
別
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く

だ
さ
い
。

口口
松 相 8 相
JlJ 談 月 談
東 場 l 日
警 所 日

言恰)
。
寺

1
6

寺

、
ー
ム
円
川
刊
司

l

A

n
H
H

圃
備
蓄
米

国
「
た
く
わ
え
く
ん
」

「
た
く
わ
え
く
ん
」
は

、

一
般

公
募
に
よ
り
決
ま
っ
た
備
蓄
米
の

愛
称
で
す
。

平
成
5

年
産
米
の
大

凶
作
で
米

不
足
と
な

っ

た
経
験
を
生
か
し
、

不
作
時
に
も
消
費
者
の
皆
様
に
お

米
を
混
乱
な
く

供
給
す
る
た
め

に
、

法
律
に
基
づ
く
備
蓄
制
度
が

作
ら
れ
ま
し
た
。

備
蓄
米
は
印
度
以
下
の
低
温
倉

庫
で

、

し
か
も
湿
度

叩
1

百
%
に

保
っ

て
大
切
に
保
管
さ
れ
て
お
り

ま

す
。

味
や
品
質
は
新
米

と

ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
ず

、

お
手
頃
な
価
格
で
購

入
で
き
ま
す
。

「
た
く
わ
え
く
ん
」
の
の
ぼ
り・

ポ
ス
タ

ー

の
あ
る
店
で
ど
う
ぞ
。

松
山
食
糧
事
務
所

な ・・・・・・・ど iz~ y 男装
の擢 I 電
害時 ス官
接冷 線主
器政 σ2 "'こ大 111 取
日 T イ寸
芥子 け
やコ 石一
水ン f

ム一品
拍
幼

安r
，T
切
什

気電
日
国
百四寸

門
ぺυ

人
川
別

法

古

川

団
(

、
財
~

気
の
あ
る
所
で
使
用
す
る
と
き
に

は
、

ア
ー

ス
線
を
取
り

付
け
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

ア
ー

ス
線
は

、

電
気
機
器
が
万

一
漏
電
し
て
も

、

電
気
が
大
地
に

流
れ

、

感
電
事
故
を
防
ぎ
ま
す
の

で
、

電
気
工
事
店
に
依
頼
し
て

、

必
ず
ア
ー

ス
線
を
取
り
付
け
ま
し

ト
品
、
つ
J
。

( 6 月中 ) ・

a画‘

5531 

5105 

5344 

3192 

2549 

.有線放送電話加入者異動のお知 ら せ

満俊

チヨミ

百合子

サク

サ ト ノ

臨
部
京

川

瞳

l

i
-

-
dq 

近
渡
杉
吉
八

口脱退

小坂

宝泉

下沖住宅

和田丸

〆出-=1::
b乙、口

.@月ごみの収集日・ 諦M- zp-捻
1. もえるごみ

収集曜 日 ~3Z 集 I也 域 収集日又は収集変更 日

東谷・西谷

月・木 土谷・滑川 ・奥松瀬川 変更なし
tルー捗-

天神(LL!田団地を除く )

火 ・ 金
北方・ 8 月 15 日 (金) を

週 南方 8 月 14 日 (木) に収集

水-土
前松ìiI\川山田団地横灘団地

変更なし
町筋 (天神を除<l

2. も えないごみ ・有資源回収

収 集 地 域 ガうス ・空ビ ン類 空き告等金物類 有資源回収

東谷西谷

土谷・滑川・奥松瀬川 8 月 11 日 ( 月 ) 8 月 25 日 (月 ) 8 月 18 日 ( 月 )

天神(山田団地を除<l

北方
8 月 12 日 (火) 8 月 26 日 (火) 8 月 四 日 (火)

南方

町筋(天神を除 く )

前松瀬川 8 月 13 日 (水) 8 月 27 日 (水) 8 月 20 日 (水)
山田団地 ・横灘団地



健康センターから

8周健康情報
-健康センター n966・2191 有線5833

E語5~j前首長幸司
0育児相談
日 時

場所

対象児

内容

持参品

0育児学級
日時

場所

対象児

内容

持参品

8 月 26 日(シく )
受付午前 9 :OO ~ 10:00 
健康センタ- 1 階
平成 9 年1 ・ 2 月、平成 8
年 6 ・ 7 月生まれの乳児
( 6 ・ 7 ヵ月児 、 1 3 ・ 14 カ
月児)
身体測定、発達チェ y ク 、 保

健指導、栄養指導
母子健康手帳、アンケー
ト (事前に送付します)

8 月 26 日 (火 )
受付午後 1 : OO ~ 2 :00 
{往康センタ - 11渚

平成 9 年 4 ・ 5 月 ~平成
8~三 9 . 1 0 月 生まれの乳

l日
ノい

( 3 ・ 4 ヵ 月 児、 1 0 ・ 11 カ
月 児)
身体制定、発達チェック、
小児科診察、保健指導、
栄養指導
母子健康手帳、アンケー

ト (事前に送付します)

0乳幼児相談

日 時 毎週水曜日
午前 9 :00~ 12 : 00 

場所 健康センタ - 1 階

持参品
内容

El.I í泊母週

母子健康手l限

身体測定、 育児相談

E直言事選11
。いきいき健康講座
「食 '"1-'替の季節を前に」
日時 8 月 18 日 ( 月 )

午後 1 :30~ 3 :00 
場所 健康センタ -2 階

集団指導室
講師 健康センタ一栄養士

河端千津子

岡高j;閥

0健康相談 ・ 栄養相談

JÍlI 圧 iJllJ定、尿検査を行っています。
健康に閲することはお気軽に ご相談
下さし、。

日時 毎週水曜日
午前 9 :00 ~ 1 2 :00 

場所 健康センター l 階

運動指導室
。こころの健康相談
精神的に不安定だったり 、 お年寄
りの痴呆等の相談九お受けしていま
す。

日 時 8 月 22 日 (金)
午前 9 : 30 ~ 1 2 :00 

場所 健康センター及び家庭

訪問
(注) 予約制ですので 、 事前に保健婦 ま でご連
絡下さい。

0滑川健康相談 (結果報告会)
8 月 7 日 (木)
海上

九脱
出6改善七ン タ ー

午前 9 :30 ~ 10 ・ 20

午前10:30 ~12: 00 
午後 l: 00~ 2:00 

日 時 対象児 と 注意事項

3 カ月 ~ 7 蹴 6 カ月の者。
8 月 11 日 ( 月 )

* 百日ぜきにかかった こと のある方は二種混合(ジ種
‘目

午後 2 : OO~ 3 :00 
フテリア・破傷風) を受付で申し出て受けて下さい。 |

Itl: 
b 
Eコ

l 歳~ 7 歳 6 カ月 の者。風 8 月 27 日 (水) * �lIM R (JiJ\~疹・麻疹・おたふくかぜ) を、受けて
午後 2 : OO~ 3 :00 

いる方は 、 受ける必要ありません。疹

。場 所 健康セン タ - 21精 。持参品 母子健康手帳、予防接種手帳 、 体温計

a踊‘

回. .&"t司u.. 
理学療法士による機能回復の訓練を行っ て

います。

日 時 毎週水|曜日 午後 1 : OO~ 3 :00 
場所 ガリラヤ荘

(注) 申し込みが必要ですので、保健婦までご連絡 F さい。

fJ1S 
日時

場所

8 月 2 1:1 (土 )
午後 1 : OO ~ 4 :00 
三浦精機附

z~i5;細目;摺..繍昌三回直前週
日時

場所
t土失ロ
寸 p 口口

毎週月曜日 午前 8 時30分~ 10時

健康センタ ー
印鑑、登録をしている犬は鑑札
狂犬病予防注射済票

E宮E記事幸司
7 月 の基本健診、女性健診の結果を個別

にお返しします。

午前 (9 : 30叶 1:∞ ) 午後 ( 1:30、 3 :∞ )

8 月 '1 1'1 1日[之内公民館 jk~j 集会所

8 月 5 日 '1 1 内公民館 f!il之内四公民館

8 月 7 1-1 海上九騎 滑川生活改普セノ亨ー

8 月 8 1'1 土谷公民館 j九松瀬川公民館

8 月 19 1-1 北方公民館 北方凶公民館

8 !'I211-1 南方東部公民館

8 月 221:1 南方西部公民館

8 月 25 1'1 tõ'i灘団地公民館 前松;伊川公民館

9 fI 1 IJ 健康セン P ー (町西II 健康センター (剛)

El!Sfll車間四回店主諮.高泊四園面盲唖自習
日 時 8 月 28 日 (木)

午後 2 :00 ~ 7 :00 
場所 {建康センタ ー

今年最後の健診日です。 ぜひ、受診 して
くださし、。

置:.~(tJJ主宰軍司

(診療H寺問: 午前 8 時30分~午後 5 時30分)

日 当番医 住所 電話

(日3曜日日 ) ヰリ 11 1両院 松山市南締本町 976-7811 

( 日10曜日日 ) いの うえ小足科 重信町北町田 955-0055 

( 日17曜日日 ) 山 本内宇| 川内 l町北ブJ 966-2066 

( 目24隠日日 ) I也 ) 11 内科 ー
重信 IUT志津川 9Eド1 -7787

事I'H I*I 手|

( 日31曜日日 ) 宮内病院 松山，11北柳本 01] 975-0091 



Photo 

表紙の写真

7 月 1 3 1司、早朝降っていた悶もあがり、

町内一斉美化清掃が行なわれました。

中学生や小学生も参加して、ごみ拾いや

草刈 りなどが行なわれ、すっかりきれいに

なりましたが、ごみの多さ 、犬のふんなど

マナーの悪さが気になりました。

(+ 9 戸 )

( 7 月 1 日現在)

10，984人(- 5 人)

5，216人(+ 1 人 )

(-6 人)

町の動き

5，768人

3，666戸

男

女

世帯数

人口

奥
松
瀬
川
今
昔

奥
松
瀬
川

の
程
野
地
区
の
写
真
で
す
。

程
野

は
、
奥
松
瀬
川
の

一
番
上
の
集
落
で

、

二
世
帯
が

居
住
じ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
四
十
年
代
に
居
住

者
が
移
転
し
た
た
め
消
滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た

。

奥
松
瀬
川
地
区
で
は
こ
の
程
野

地
区
の
ほ
か

、

上
ノ
段
地
区
や
最
近
で
は

、
水
越
地
区
も
人
が
い

な
く
な
り
ま
し
た

。

し
か
し
、
そ
の

一
方
で
、
奥

松
瀬
川
の
三
軒
屋
地
区
に
は
ニ
ュ

l

タ
ウ
ン
が
造

成
さ
れ
、
人
口
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

奥
松
瀬
川
は
、

今
、
過
疎
化
と
都
市
化
が
同
時

に
進
行
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

な
つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
!

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

戸籍の窓
( 6 月受付分・敬称|略)

生年月日

6.14 

6.16 

一一…山一山衆一山純

女お誕生おめでとうございます

者

ん­m~ 
YJ 
，にa 、

i蔓

高木

続

イ呆

くすのき荘

所

堂

住

」Fh
、

主
計

6.18 健一I見旧久ゴご
口

1臨書
暑

い
日
が
続
き
、
夜
限
れ
ず

に
疲
れ
が
た
ま
り
が
ち
に
な
る

こ
の
時
期
、
め
ず
ら
し
い
う
な

ぎ

二
匹
が
捕
獲
さ
れ
た
の
は
、

夏
ら
し
い
話
題
で
し
た
。

う
な
ぎ
は
、
ご
ぞ
ん
じ
の
と

お
り
、
ど
こ
へ
で
も
移
動
し

、

ど
こ

で
も
棲
む
こ
と
が

で
き

る

た
く
ま
し
い

生
き
物
で
す
。

う
な
ぎ
の
ぼ
り
に
気
温
が
上

が
る
夏
に
は
、
人
間
も
う
な
ぎ

の
活
力
に
あ

や
か
り
た
い
も
の

で
す
。

住所 氏名 年齢 死亡の日 世帯主

刀く 問1 料11111 幹夫 74 6. 3 判l川 幹夫

チ|ニ内 下 八木椋子 89 6. 5 八木 11ま

E 之 上 徳野 トミヱ 82 6. 9 ffQJ型Ì' xt.H 
)¥ 1 11書 菅野 ミチエ 97 6.14 菅野 宿子

ガリ ラ ヤ荘 菅原ス ペ 85 6.15 菅原 スペ

:i: ー・ 刀性丈1 iJil 音11 チヨミ 69 6.13 波音11 チヨミ

横 i業団地 2 おi家サカヱ 89 6.16 t)li EEI ìj~í 孝

ガリラヤ荘 渡部 ツ平ヨ 88 6.13 波音11 γ 平ヨ

ガリ ラ ヤ荘 八木 ト ミ 子 82 6.24 八木 トミ子

西 組l 石原 点""支c 65 6.29 石原 バîι,. 

女ごめい福をお祈りいた しま す

a画h

編集/)11内町総務課

干 79 1 -03 愛媛県温泉郡川内町大字南方286番地

TLE (089)966-2222 有線2111

印刷/岡田印刷
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こ
の
分
銅
形
土
製
品

(破
片
)
は

昨
年
、

北
方
の
揚
り
畑
遺
跡
か

ら
出
土
し
た
も
の
で
、

弥
生
時
代
中
期

(
一九
O
O
年
く
ら
い
前
)
の

も
の
で
す
。

形
が
ち
ょ
う
ど
分
銅

(
お
も
り
)

に
似
て
い
る
の
で
こ
の
名
が
つ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
分
銅
形
土
製
品
は
、

そ
の
出
土
す
る
ほ

と
ん
ど
が
破
片
で
、

完
全
な
形
の
も
の
は
ご
く

わ
ず
か
で
す

。

こ
の
よ
う

に
破
棄
さ
れ
た
状
態

分
銅
形
土
製
品

で
出
土
す
る
た
め
、

そ
の
用
途
は
個
人
の
祭
杷

儀
礼
に
使
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

分
銅
形
土
製
品
の
表
面
に
は
、

笑
っ
た
よ
う

に
見
え
る
人
の
顔
が
描
か
れ
て
お
り
、

な
ん
と

も
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
す
が
、

二
O
O
O
年
近
く
前

の
弥
生
人
が
、
何
を
思
い
、

AF

'
1
 

こ
れ
を
つ
く

っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。


